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は

唯

だ

國

象

が
 

f

 資 

本
主
義
的
企
業
家
の
み
を
以
つ
て
構
成
せ
ら
る

y
が
如
く
ド
觀
る
が
故

^
斯 

< 稱
し
得
る
な 

々

°
而
も
此
の
名
稱
は
狹
義

k

於
け

.る
：マ
ー
力

V

チ
リ
ズ
ム
化
對
し
て
最
も
能
く
其
の
適
用 

を
見

.る
な

i

°

而
し
て
是
れ
そ
實

^
本
然

_の
«
.義

^
於
け

.る

^—

リ
ズ
ム
な
气 

' 
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六

’
所
謂
マ

I

カ
ン
チ
ッ
ズ
ム
の
時
代
は
幾
多
の
方
面
に
於
け
る
急
速
な
る
發
：達、激
甚
な
る
變

.. 

.

. 

.

.

.

化
：
.の
^

代
な

夂

4
猶
中
、先

^
注

*

^
可
身
も

0
: 

'
は
政
治
；的
華
達

.i
,
化

な

え
 

'封
建
的
貴
族

及
び
僧
：侶
の
政
治
的
重

」

要
性

:^
て，國

■王

^
庶
民
，V

'

の
其
れ
：は
增
大
し
つ
ゝ
あ

. 

- 

. 

*
.
.
.

1

。

I

I

け
る
；素

忍
な
る
掠
奪
者
の
前

:^
戰
慄

.さ
り
、
あ
心
し

.時
'
'代

k
發
生
せ
る

も

の
な
ぅ
。
そ
は
第
九
世
紀 

及
び
第
十
世
紀
を
通
じ
て
、興
敎
に

--
»

す
る

0
仰
ど

ft
#
敎

k

對
す
る
背
信
の
濁

M

の
底
^
菡 

督
敎
國

.の
沈
溺
す
る
を
救

#
す
る

'偉
大
な
る
：

.事
業
を
：遂
行
せ

6
-
0封
建
制
度
は
此
の
時
代
の 

終
末
ま
で
に
其

0
任
務
を
完

.了

.せ

b 

i

も、而

.も
之
れ

I

に
直
ち
に
消
減
し
去
る

ぅ
し
な 

く
、封
建
の
貴
族
は
其

.の
«
カ
ダ
埶

*
し
，典
の
特
權
を
固
守
し
、新
興
階
級
の
發
展
を
嫌
惡
せ

' ̂

yf
o

k

Mfe
I
千
年
ょ

-1
)
一 

千
五
西
年

^
至
る

.中

.世
後
：期

.に
於
け
る

11
:
會
史
上
の
主
要
な
る
特 

色
の

」

は
、ブ
ー
ル
デ
ュ
ァ
階
級
が
漸
次
礙
達
興
起
し
て
擎

«

^
埤
方
の

.動

.爵士
及
び
货
爵
階 

級u

取
つ

.
て
代
る

R
至
れ
る
の
事
實

k
,存
.す
。
ブ
ー
ル
デ
ユ
ア
階
，級
の
强
味
は
主
ど
し
て
財 

0
の
力

^
存
し
、共
の
代
理

' 者
..

は
英
國
庶
民
院
へ
の

.

.

.
如
ま

'代
議
的
集

#

R
し
て
、其
の
同
盟
者
、助
力 

者
は
新
戈

k
勢
力
を

#

ク 

>
あ
る
民
族
的
國
王
な

i

封
建
的
貴
族
階
級
は
十
字
眾
及
び
自

殺
的
內
亂

k

よ
つ
て
凋
落
せ
ぅ
。
豪
商
等
は
委
棄

' せ
ら
れ
た

S
,封
土
を
買
收
し
、農
業
の
方
法 

を
劇
變
せ
；し
め
、共
布
地
を
圍

_

し、不
利
な
る
耕
作
地
を
有
利
な
る
收
場
に

轉
換
し
、

中
世
基
督 

敎
國
の
傅
統
的
村
落
經
濟
を

&
變
せ
ぅ

。
' 

(

H 
ず
0 social &

 Political 

Ideas 

of s
o
m
e

-oreat Thinkers 

of the 

Sixteenth 

a
n
d

 

Seventeenth 

centuries,

&
• by

 

F, J
.
p
H
s
r
n
s
h
a
\
y
,

 

I9
2Q\
，地 
p

.
.v
g
-
s
o
.

)
。

中
世
，の
歐
洲
は
其
の
農

/業
的
封
建
：的
性
質

^
:

於
：：

い

て

、其

の
.人

口

の
*

少

k
し

て
'交
：通
.
機

關
 

の
不
備
な
る
黙
に
於
ぃ

5

其
：の
好
戰
的
精
神
ド
於
：い

.て
、同
時
代

^
於
け
る
。世
界
の
他
の
部 

分
.

V

類
似
す
る

i

の
な
：々
。

'
;然
れ

V
i

も
中
：世

'の
歐

#
;巴
は
、羅

«
加
特
カ
敎
の
集
中
カ
統

|

力 

を
以
つ
：て
結
合
せ
；ら

へ

れ

た

ro
し
'て

*

の
_結
.率
は
，ま

_

^

ド
於
い
て
、又
或

'る
管
で
は
實 

際
上

k
於
い

.て
：も
、超
_
民

：的
:̂

る
埤
界
的
宗
敎

.政
治
の
：形
：成
；

$
镖

'
^
:て
.現
れ

.

.
#々
。
.
，
.
而

し

て
 

此
の
世
界
的
苯

«

敎
封
：

渉
的

*
族
：及
び
：僧
'侮

力
薇

.弱：h

し
て
、槪
し
て
彼
れ
等

1の
領

±
择
狹
ぐ

^
.の
.收

_み
は
：薄ぐ
、共

^
威〔

«

^

中
尠

t
な
々
し
な

6
。
，；被
れ
等
は
；彼
れ

#

ゼ
：同

等

5

&

:ど
：揚
，«

て
選
出
せ 

ら
れ
、獨

.

立
：：

の
.權

威

：
を

：
行
：
.使
.せ
：：'る
：法
' 廷
及
び
愈
議

k

よ 

>
 

.
孓
制
限
を
受
け
、

«
.法
上
：の

S

ど
封

. 

建

：
的

：
義

：
務
ビ

ド

よ

ク

て
へ
拘.朿
>
 
ら

れ

、«
悔

_

聞

、
僧
^
:よ
'
:
.
キ

て
.拊

_
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八

.注

意
■深

く

^

視

せ

ら

れ

、
法

王

の

，
使

鄭̂
ょ
々

'て
.臨
檢
せ

..られ
、而
し
て
己

‘む
.?:
#
ざ
る
場

<f

ロ
R 

は
法
主

^

ょ
今
て
破

.門
せ
ら
れ
た
る

primi 

inter p
a
r
e
s
〈

同
等
の

i

の
、
間

k
於
け
る
：第

1

の
 

も

の
沄
過
ぎ
ざ
う
し
な

'み
。
然
れ

> 
も
文

_
後
，與
の
曙
光
の
差
し
初
め
节
る
時
、彼
れ
等
の

m 

命
は
改
善
の
徵
を

'示
せ
々
。

(ibid,, 

P. 

200
. 

)

.°
歐
ー
洲
諸
國
民

が

.次
，第
^
緊
密
な
る
結
合
を
來
し 

て
、民
族
的
國
象
を
，形
成
し
、其
の
經

'濟
的
發
達

.の
步
を
進
む
る
に
連
れ
て
、中
世
の
世
界
的
銃
一 

及
び
敎
會
國
，家の
理
想
は
最
早
不
、可
能
せ
爲
れ

々

•

產業
の
發

.達
、通
商
の
進
步
、中
層
：階級
の 

興

®
都
市
の
增
大

.は
無
法
な
る
領
主
ぐ

J

荷
酷
な
る
僧
侶

k

對
す
る

«
主
の
闘
#
に
於
い
て
彼 

れ
等

R
;自
然
の
同
盟
：者を
與
べ
へ
た
う

。
, 

,
0
し
て

&

‘治
學
說
上
ょ

り

觀

れ
ば

、復
活
せ
.る
羅
馬
法 

の

研
究

S

.
主
の
獨

裁
政
治

t
通
じ
て
人
民
の
主
權

が
發

現

す

：
可

さ
政

體

、即

ち

貴

族

.：は

何

等
 

の

偾

値

を

有

す

る

：

な.く

®
,侶

は

君

主
‘の
意
.志
の
代
理
者
^
過
ぎ

ざ

る
政
體
を
啓
示
す

る 

V
J

共

^
、他
方
に
於
い
て
、新
約
聖
書
の
讀
誦
ミ
原
始

..'
某
督
敎
の

4?
發
見

4
は
、神
自
身
，に
ょ
う
て 

任

命
せ
ら
れ
た

.る
有
司

R
:對
す
る
も
の
ど
し
て

.國，主
及
び
長
官
^
對
し
て
服
從
の
義
務
あ
る 

乙

e
を

示

し
た
气
斯
く
て

早

く
旣

k
第

，十
四
世
紀
の
交
ド
於
い
て
國
王
神
權
說
は

主

張
せ 

ら
れ
初
め
た
公
。

(ibid

o .。

『

^

敎
ぶ
寧
の
縢
星

J

ジ
ョ
ゾ
•ゥ
ィ
ク
リ
フ

(
J
o
h
n w

y
c
l
i
f
)

の
過
想
は
民
族
的
國
家
ど
之
れ

^

從 

屬
せ
る
國
民
的
敎
會
な
ぅ
き

0

彼
れ
は
聖
ァ

.

ゥ
グ
ス
チ
ヌ
ス

(Aurelius 

A
u
g
u
s
t
m
u
s
)

及
び
：
一
敗 

諸
敎
父
ビ
典

R

A
間
.の
墮

藩

が
國

家
の

.設
置
を

必

要
な
ら
し
あ
れ

P
ヒ

0 
く a

彼
れ
は
聖
； 

ゥ
ロ
が
ネ
ロ
の
權
威
を
尊
重
せ
る

•か
如
く
、縱
令
ひ
、背
德
な
る
暴
君
の
權
威
お
り

^
雖
も
、之
れ 

を
尊
宽
す
る
を
以
つ
て
某
督
敎
徒

.の
義

.務
な

A
V 
€
主
張
す
。

「

人
各
々
上
に

.立
て
る

!r
槌
^
服 

す
可
し
。

.
蓋
し
墙
カ
に
し
て

0
X 
Ay出
で
ざ
る

^

の
は
な
く
、現
存
す
る
所
の
權
カ
は
刺
^
ょ 

6
.て
定
め
ら
れ
れ
る
も
の
な
れ
ば
な
ぅ
。
故

^
權
カ
农
逆
ふ
者
は
神
の
足

^
逆

a

-m
ふ
人
 々

は
己
れ

^

罪
を

得」
(「

羅馬書

」

第十三章第

;

ニ節

0

神
法
，の

支配

下
R

於
け

る

無

辜

の
狀
態 

R

 

, 

.
5

 

V

は
、か
の

「

±
師
記

」

中
^

描
寫
せ
ら
れ
た
る
が
如

&

貴
族
政
如
ち
神
政
が
理
想
的
の
も 

の
た

る
可

P 
.も、而
も
罪

業

深
き
現
實
.の
世
界

^
、於

い
て
は

®
大
な

る

3E
政

t
必
要

€
す

ゥ

. 

，ィ

ク
•リ
フ
は
、國
王
を
以
つ
て
、僧
侶
、敎
會
財
產
及
び
敎
會
法
廷
の
上

k

M
上
權

■?
:
有
す
る
も
の 

€
觀
る
。
敎
會
は
基
督
の
人

_

性
を
表
示
す
る
纪
過
ざ
る
本
、國
家
は

^

の
神

'性
を

' 表
示
す
。

國
主
は
神
の
名
代
ヾ

」

し
て
其
の
人
民
を
統
治
す
る
も
の

^
しV

、

僧
正
は
，彼
れ
等
の
享
有
し
得 

る
總
ベ
て
の
權
烕

を

悉
く

國
王
を
通
じ
、又
國
王
を
通
じ
て
め
：み
受

ぐ

る

も
の
な
み
。.
ウ
ィ
ク

.
第
二
十
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第
十【

J

【

〇

ソ
：
ァ
は
，國
象
を
；以
つ

.
て
，現
世
的
：若

^
く
は
霉
的
の
何
れ
：を
問
ば
：ず

'1

切
の
事
項
^
關
し
て
權 

力
を
有

.す
る
全
能
の
も
の

A
主
張
す
。
彼
れ

'の
心
意
は
司
祭
の
權
威

k
關
す
る
あ
ら
ゆ
る
主 

張

^
對
し
て
本
能
的

JC
反
撥
す
？
，而
し
て
ニ
コ
ラ

.
ゥ
.
ス
•ク
ザ
ヌ
ス

(

_
O
J
f G

u
s
i
s
)

k
據
れ 

ば
國
家
は
行

-c
の
一
致

2:
通
じ
て
個
人
の
任
意
的
服
從

k

ょ
つ
て
確
立
せ
ら
る
、名
の
な

O
V
。 

通
主

.は

.人
民
の
集
合
的
意
志
を

代
表
す

る
' 
も

の

な

t

彼
れ
は
法

王
が
皇

帝

k 
0
ベ

テ
ロ
の 

現
世
的
遺
產
を
返
還
し
、俗
界
權
威
の
有
力
次
る
保
護
の
下

k
敎
會
を

®

か
ん

乙

ビ

5:
主
張
せ 

t
 

,

'

•

-

 

:

k
 

_

國
民

?:
以
つ
て
單
位
ど
せ
る
現
世
的
國
家
は
生
誕
し
て
、世
界
的
避
督
敎
國
は
摔
離

.せ

6
。
 

而
し
て
シ
ャ
ー

,
八
世
の
伊
太
利
蓝
侵
入
後

k
及
ん
で
歐
洲
諸
國
民
間
化
於
け
る
#
力
の
均 

衡
を
維

.持
せ

.ん

ビ
す
る

il
l
爭
は
開
始
せ
ら
れ
た

A
V
O敎
會
の
支

配

權
ょ
々
自
己

.を
釋
放
し
、或
 

る
程
，度

ま

で

種

々
な
る
宗
敎
團
體
を
國
家
的

.な
ら
し
め
た
る
自
主
的
國
家
の
近
代
的
政
治
‘.
組 

織
は
發
生
：せ

•

.
而
し
，て
世
界
の
端
ま
で
も
進
軍
し
、乾
神
の
全
部
を
歐
洲
の

★

S

- T
k
屈
服 

せ
し
め
，之，れ
を
以
つ
て
其
の
植
民
地
た
ら
し
.むる
の
‘運
命
を
開
け
る

も

の
は

®

R

f

cの國

0

的
競
#
の
世
界
な
う
さ

,0
m
し
て
資
本
の

.蓄
積
ヾ

」

M
商
の
癣
張
ど
は
又
、王
の
權
ヵ
の
み
が
能

く
與
ふ

.る
?:
得
可
き
平
和
ぐ
し
安
固
一

」

法
の
劃
 

一
^
V
J要
求
せ
气

.

.加
之

,
C
は
又
中
央
政
府
の

• 

. 

. 

.
‘ 

- - 

- 

' 

: •

封
她
的
軍
務
に
對
す
る
依
賴
ょ
う
之
れ
を
救
へ
る
國
民
的
課
税
の
制
度

?:
可■能
な
ら
し
め
た 

A
v
o 

(
R
a
y
m
o
n
d

 

G. 

Gettell, 

History 

of political 

Thought, . 1
9
2
4
, 

p. 

I2
CO
,

)

。

斯
 
く 

て
傭

rr
パ
は
封
碰 

的
騎
士
に
代

6
、有
給
の
：

.職
業

.的
官
班
に
ょ
う
て

.行
は

'-
る
、
行
政
事
務
は
封
建
；的
自
治
の
制
度 

R
代
れ

6
^
0而
し
て
_
固
な
る
國
民
的
統

 

一
t
達
成
サ
る
佛

if
西

®
班
牙
、葡
萄
牙
及
び
英
吉 

利
：ば

*
然
た
る
ま
ま
ど
爲
夂
單
な
る

*
理
的
表
現
：た
：ら

.ざ
る
に
軍
れ

6
。
國
王
は
其
の

.重

& 

失

®

k
應
，ず
る
が
：爲
め
に
は
到
底
王

®

の
收
入
を
以
つ

..七

...
足
，
.る，も
の
に

#

ず
、前
代
伙
於

S

て
 

は

一. ：

時
的
に
國

.m

の
私
收

.入
を
_

足
す

る
，
ド

過
ぎ
ざ

P

し

0
稅

は

必

然

JH
規

的

ビ

爲
公
、永
續 

的
化
し
，而
し
て
國
王
の
所
要

ビ

共

S

加

S

る
を
得
ざ
る

k

至
れ

t

へ
而
し
て
新
大
陸 

ょ
り
す
る
貴
金
爾

.の
急
激
な
る
流
入
は
自
然
經
濟
の
，装
礎
を

|複
し
，て

.貨
幣
經

'濟

R
移
ら
し
む 

■
5
R
資
せ
う
。，

«
.稅
は
自
然
經
濟
の
下

^
在
り
て
は
決
し
て
黎
易
の
業

^
非
'ず
、
而

^
.
貨

幣

經
 

濟
が
撤
底

.し、有
效

^
行
は
る
、
に
及
ん
で
課
税
の
可
能
性
は
著
し
く
大

€
爲
ら
ざ
る
を

#
ず
。
 

國

£

の
：收
支
は
共

R
貨
幣
の
名
僻
に
於
い
て
考
量
，せ
：

.ら

れ

-1
:
、國
務
の
處
；理

.は

.：商

<

の
：業
務

R

铬ー一

十
五
卷
ハ
ー
：五
六
七

)

マ
ー
力
ン
チ
リ
ズ
ム
峙
代
の

,A
ロ
學
說

' 

第
：十
.
5
 

11



筋
|

1
十
沉
卷
六
，
八

)

マ

ー

力

ン

チ
V

ズ
-

r

時
代
.
の
人
口
學
說

 

ン
第
十
二
！！
 

一二

類
似
す
る

 

a
t

 W

 
大
ヒ

爲
れ

*

CN 。
(
>
e:xapder 

0

1

^

3

8

 ̂

o
^
- 

W
O
O§B
^
O
 

A
n

Introductory 

s
u
r
v
e
y
,,1

0
3
1, 

p. 

7
1
.〕

o 

r

' 

.
'
. 
一
 

. 

-
 '

.

.

■
:

.

 

'= 

'
.
.
:
. 

-
 

. 

■
 

- 

:::

.

.

.

.■か

.の 

A
 

D
i
s
c
o
u
r
s
e

 

o
f

 

t
h
e

 

C
o
m

日o
n

 

W
e
a
l

 

o
f

 

t
h
i
s

 

R
e
a
l
m

 

o
f

 

E
n
g
l
a
n
d
.

の
.著

紫
が
租
税

^
侬
彡 

_

て

闺
it

を
支
持
す
る
の
»
政
策
を

0 
{
、而
し

て
此
の

.0
0
紙

端
k

其
の
ま
晴
を

0
0
し

n:「

ff
l 

王

は
其
の
踣
民
が
何
等
の
財
寶
を
も
有
せ
ざ
る
の
時
、財
寶
を
有
す

る

Z 
^
0
は

ざ
.る
所
以

」

^
 

#

せ

る
は

負
火
租
說
の
哲

M

を

道

破

せ
る
も

の
な

»

p

o
 (

i
b
i
d， .，

e
d
.

 

f
r
o
m

 

t
h
e

 

M
S
S

 

b
y

 

E
l
i
z
a
b
e
t
h

 

L
a
m
o
n
d
,

 

1

CO
9

3

へp
.

 

3
5
0
0

而
し

て
國
家
の

收
入
は
其
の

人
民

0

依
賴
す

る
所

大
な
る

の
事

實

明 

.か

.ど
爲

6

て、愛

^

常
時
の

「

經
濟
學

1

は

主
k

し
て
國
民
的
發
達
化

ょ
A

V

て

入
民
を
富
强
な
ら
し 

む
る
の
術

^

见
惟
せ
ら
る
、

^

至
卜
る
な
办
。

佛
王
ア
ン
ソ

r

四
世
の

§
令

^

日
く

「
國
王
の

.力

^
富
ど
は
臣
民
の
數
ヒ
富
裕
ど

R
存
す

」

ヒ
。
 

國
王
の
財
源
、國
富

.の
標
準
た
る
も
の
は
實

R
繁
忙

®
勉
な
る
人
民

^
夢
す
ど
觀
ぜ
ら
れ
た

A
O 

ア
ン
ト
ツ
ン
％ツ
•モ

ン

ク
レ
チ
ア
ン

(

>
ロ叶
2.
玲

&

M
o
n
t
c
h
r

o't
i
s
)

は
國
王
ル
ィ
十
三
世
及
び
其
の 

W
マ
ソ

!

ブ
•メ
 

デ
ィ
チ

(
M
a
d
e

 

de .
M
e
d
l
.
c
o

R
献
じ
た
る

 

& 
一，

s
s
n
o
m
i
e

 

Politique, 

1

6

1-r
l
. 

ド
於
い
て
、、人は
不
斷
の
活
動
ど
作
業

‘に
於
、

S
,

て
生

‘活
す
る
が
爲
め
に

.生
る

」

？
做
し
、默

想

V
J

隱

遁
の
生

S

活
霄
よ
ネ
醱
酵
せ
し
，め
ら
る
、

R
,取
々

.て
有
用
な
る
よ

.

CS.

も
有
害
な
る
可
し

^
說
会
、國
家
の
政
策
は
人
口
の
如
何
な
る
部
分 

を
も

.懒
惰
の
狀
態
を
持

«
す
る
を
許

3
ざ
る

R

在
々

f

王
張
せ

$
o
H
I
.
a
i
c
t
6 

de 

r
c
E
c
o
n
o
m
i
e

 
Politique, 

avec 

Introduction 

et 

Notes 

par 

Th. 

F
s
c
k
-
B
r
s
t
a
n
o
,

 
1
800
9
, p. 
2
r

2
2T }

。

エ
ゥ
の
犯
せ 

る
遠

&
昔
の
罪
過
の
結
果

S
し
て
勞
働
は

_

承
の
權
利

^

よ

.

c
v

て
吾
人

p
Jt
R
課
せ
ら
れ
た 

5
,
0 

.
斯
く
て
人

.生
ど
勞
働
ビ
は
不
可
分

.的
に
結
合
せ
し
め

'ら
れ
れ
う
。：無

.爲
の
狀
態
^
在
ら 

し
め
ら
る

A

人
々

•.ば
.容

R勿
^
.不
善

？:
爲
：す

^
.至
ら

.し
め
ら

.る
可
く
、怠
惰
は

^

子
の
元
氣
を

« 1 

ね
、
女
子
の
貞

#
を
傷
ふ
。

(ibid., 

P' 

6
0

0
懒
惰
は
富
裕

R
し
て
繁
榮
な
る
諸
國
家

R
取
う
致
命 

的
の
疫
瘸
な

5,
。
そ
は

1

切
諸
惡
の
母
、萬
罪
の
原
因
な
々
。

O
E
.
, 

P. 

74, 

s

o
。

佛
’蘭
西
は
不 

幸
に

.し
て
此
の
懶
惰
の
惡
疫
に
威
染
せ

P
O
公
：共は

.須
ら
く
私
利
を
し
て

.公
益

V
J

結
合
す
る

.. 

,諸

_
廣
及
び

»

企：業

^
人
々
を
使
傭
す
る
乙

V

を

念

S
せ
ぎ
る
可
ら
ず
。
：
眞

^
.施：政
の
問
題 

?:
理

.解
せ
：る者

'は
^
.酷
な

' る
.刑
罰

^

よ
つ
て
强
盗
及
び
窃
傘
を
撲

M
'す
る
者
れ
非
ず
し
て
•彼
 

れ
；
•が
-其
の
管
理

^
蒌
す
ら
れ
た
る
者

^
.對
し
て
與

.ふ
る
業
務
に
よ
う
：て
彼
れ
.等
が
强
盜
及
び 

窃
盜

VJ :

爲
る
を
防
止
：す
る

■者
な

t

斯
の

.如

.き
は

*佛

ii
西
.の
各
州
內

^

*
の
.地
方

R
適
す
る

第二十

^
卷

C

一
 
五
.六九)

マ
ー
ヵ
ン
チ
リ
ズ
ム.時
代
の.人
.ロ
學
說
- 

第
十
一
雛
 

ニ1.1

.



第一！十

彥

ハ

ン

ざ

十

一

號

一

四

 

.所

.

從̂

：
つ

：
て

種

々

な

、
る

製

造

業

.

對̂
し
數
個
の
#
學
れ
ぞ
仕
事

 

て
確 

保
せ

.
& 

.
る
、
を

#

る

な
t

而

，し

：
て

是

れ

，
等

の

も

.の

は

家

の

爲
め

k

大
な
る
富
を
創
造
す 

可

s H
底
に
取
ぅ
好
個
の
養

V成
所

^
,形

成

す

：
可
.き

Z 
€
疑

a
な
か
る
可
し
。

m
し
て
そ
は
挪
べ

る

こ

ど
を
倉
ら
ざ
々
さ

00
|

,
5> ，

2
7
5
.)？

 

c
c
h
l
s

 

w
o
o
l

 

c
o
f

 F
r

l

 

M
e

 r
c
l
r

 D
i
n
e
s

 

b
e
f
b
r
e
c
o
l

crert, 

IVD
3
I
, J>p. 

I
IS°
I
2
P
V 

’

.

.
凡
そ
同
樣
の
狃
想
が
同
じ
く
第
十
七
世
紀
、の
英
國
を
支
配
せ
る

z 
K
0
入
，が
曾
つ
て
«
世

初
雜

.の
失
業
對
策

〜

就

.業
權
論

」

中

^
述
べ
た

6'
:が
如
し
。

( 「

三
田
學
會
雜
誌

」

第
ニ

.十
五
.卷
浓
一

號)

'• : 

- 

、
' ,
 

■

' . 

, 

■

:這
個
軍
事
上
及
：び

'財
政
上
の
目
的
ょ
ぅ
强
健
に
，し
て
勤
勉
な
る
大
人
ロ
を
熱

5

る
國
王 

の
欲

求
：は、低

«
:な
.る
貧
民

0
勞
働
を

.利

.用

し
、國
產
を

發
達
せ
し
め
、輸
出
を
き

加
.し
、輸入
‘

抑 

制
し
、金
銀
の
流
入

2:
誘
致
し
、貨
幣
の
增
加

^

ょ
.
.つ
て
諸
物
價
の
騰
貴

?:
水
し
、

|

般
的
好
«
氣 

を
現
出
：せ
し
め
：ん

〜

ず
る
商
人

■.流
の
.見

地

ど

.一
致
す

る
：
ざ

：の

な

：々

。
：多
數
キ

マ
，

方
ン
チ
ジ

ス
ト

R
政
う
.て

u

f

t家
.收
入
及
び

.國
象
的
利
益
の

0
0
は
其
の
：

0
接
の
關
心
事

^
非
ず
、固
ょ 

6

彼

'n
榦
は
必
ず
し

も

_

王

R
對
す
る
忠
節

.の
念
薄
く
、双
國
の

0
0 
k
於
い
て
缺
く
る
所
あ 

る
も
の

R
非
ず
、又
、其
の
建

.策
が
國
：家

.の
當
强
繁
榮

R
資
す
る
乙
ミ

?
-信
ぜ

H

う
し

^
非
ず
ヾ

」 

雖
も
、彼
れ
等
が
當
時
の
經
濟
問
題
を
論
ず
る

S

办
て
先
づ
彼
れ
等
の
念

m

k
上
う

し

も

の
 

は

«

の
國
民
的
利
益

k
非
ず
し
て
、彼
れ
等
自
身
の
關
與
せ
る
業
務
上
；

.の
利
益
な
々
し

乙

ビ

は 

吾
人
の
曾
つ
：て
言
へ
る
が
如
し
。〖「

三
.田
學
會
雜
誌

」

第
二
十
四
卷
第
五
號
所
載
拙

.稿「

マ
ー
ヵ
ン 

チ
リ
ズ
ム

.
の
重
金

b

心
m

k
 

Mい
て

」

參 

'照)

。
彼
れ
等
は
刹
潤
に
：

.對
す
る
あ
ら
ゆ
る
機
♦
を
逸
せ 

ざ
ら
ん
ビ
せ

6 

o
彼
れ
等
の
第

 

一
^

期
す
る
所
の
，も
の
は
、總
べ
て
の
人

t

以
つ
.て
悉

 

< 皆
、勞 

作
す
る
の
義
務
を
有
す
る

%

の
ビ

看
廠
し

^

卞

R
無
用
の
懶
民
な
か
ら
し
め
て
、其
の
勞
働
を 

利
用
せ
ん
セ
す
る

^

存
せ

6
.
0斯
く
て
マ
彳
ヵ

ゾ

チ
ソ

ス
ト
は

」

.國
の
人
ロ
、殊

k

手
工
の
數 

を
，增
加
す
る

^
努
め
、之
れ
を
歸
化
法
、異
敎
寬
恕
、貧
民
の
救
助
及
び
使
役
、子
女
の
職
業
敎
育
等 

R

由
々
て
成
就
し
得
可
さ
も
の

^
做
せ
々

。
'

に
四
ノ
 

.

斯
く
の
如
さ
時
代
の
见
潮
は
阜
く
一

 

國
の
人
口

®
象

5:
以
つ
て
料

^
的
■
究
の
對
參
，たら

第H

十

五

卷

.(
一

五
七
.1
)

マ
ー
力
ソ
チ

.リ
ズ
ム
時
代
の
.人
口
學
說

 

第
.十

I

號 

一五



德1.1

十五卷：

C
T

五

七

！
.ノ

マI.力
.■ン

チ

第

十

」

'號
，
：

一
六

し
め
ん
士
す
る
傾
向

.を

0

0

せ

-

OVP 

.恐
：'ら
ぐ
人
口

'問
題
は

‘あ
ら
ゆ
る
經
：濟
問
題
：の
中

^
.在
々
 

て
，單
な
る
政
策
論
の
範
圓

^
止

ま

る

z 

S
な
く
、
進
ん
で
實
證
的
.研
究
の
題
材
た
ら
ん

€
す
る 

の
傾
向
を
有
し
た
る
最
*
の

も

の

?
一
 

な
る
可
し
。
 

：

夙

5

般
マ

i

ン
チ
リ
ス
ト

ど
等
し
ぐ

人
ロ
增
加
の
へ
利
益
を
主
張
す
る

k

*

R、M

&

k
 

深
' く
入
ロ
問
題
の
眞
相

V
J究
め
て
、後

k

マル

.K

ス
の
法
則

ビ

し
て
知
ら
る
、
ド
至
れ
る
人
ロ 

增
加

^
關
す
る
法
則

'を
表
明
す
る

R
至
れ
る
も
の

R
、伊
太
利
蓝
ビ
：ィ
エ
ー
モ
ン
テ
の
人
デ
ォ 

•ゥ
ァ
ン
二
ィ
•ボ
テ
ロ

 

(Giovanni. B
o
t
e
r
o
)

あ
ぅ
。彼
れ
の
所
論
は
ニ
千
五
百
八
十
九
年
初
め
て
，ツエ
 

ネ
チ
ァ

R
於
い
て
出
版
せ
ら
れ
た
る
其
の

della 

R
a
g
i
o
n
e

 

di 

Stato, 

Kbri 

X
.

R
附
加
せ
ら
れ
た 

る

Delle 

Cause 

della 

G
r
p
n
d
e
s
a

 

delle 
c
i
t
t
p

中

R
看
出

さ

る
。，
.
'彼
れ
の
意
見

^
據
れ
ば
、人

ロ
は
 

«

く
增
加
の
勢

?:
續
く
る
も

、| 

,定
の
限
度

k

到
達
せ
る
後
は
、同

一.

の
割
合

.を

.以
つ
て
增
加
を 

持

續

す
る
こ

^
能
は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、其
の
增
加
：の
勢
を
停
业
し
若
し
く

.は
減
少
す
る

乙
ビ

 

す
ら
あ

3
得
る
な
气
彼
れ
は
人
ロ
の
增
加
を
防

C
原
因
を
、唯

^
戰

識

疫

、飢
饉
•其
の
他
之 

れ

k
類
す
る
も
の
、
み
に
求
む
る
を
以
つ
て
誤
謬
な

.
6
ど
.主
張
す
。
.蓋
し
僅
少
の
人
口
を
以 

つ
て
出
發
せ
る
諸
都
市
は
何
れ
も
這
個
惡
疫

’
戰
爭
、飢
饉
等
の
障
害

?:
：:受
け
た
る

^
拘
ら
ず
莫

大
な
る

‘人
パ
ロ
數

R
'到
達
せ
る
も

.の
な
る
が
：故な
ぅ
。
人

.ロ
を

.制
限
'す

 
'る究
竟
の
原
因
は
生
活 

資

料
の
制
限
な

>
9
0生
植

*

^
a-
u
s党nerativa)

は
.榮
養
カ

(VIrtus 

nutritiva 〕

ょ

々

^
强
大
に
し 

て
’之
れ
ビ
衝
突
ず
：る

.も

.の 

4 
6
.
0
. 

(ibid 、
iibro

Et'ed. 
1
6
200
, pp

.

S
V 
け
齊

0

0 

生
®
力
は
太
初

k 

於
け
る

^
等
し
く
强
大
な
：々

.°
晋
人
は
今
に
於

S

て
も
ダ
ビ
，

ア
若
し
く
は

モ
ー

セ
の
時
代

k 

於
け
る
等
し
く
、

€

»
の
力
，あ
る

^
'
.の
な
々
。
而
も
息
の

'榮
養
力

'は
制
限
，せ
ら
れ
て
、不
斷 

U

 
■增
加
し
り
 

> 

.あ

.
:る
入
ロ
：
 

'に
き
し
て
生
活
资

'料
' を
供
給
す

.る
'
z
%
rを
将

«
斯
'く
し
て
定
め
ら 

れ
た
る
：限
度
は
：

1
:

定
せ
る
も
の

^
非
ざ
る

.も)

。
限
定
せ
ら
れ

.
'たる

.生
：活
，資
料
の
供
給
は
：亦
人 

民
の
墻
加
に
對

.し
て
限
度
を
皆
く

.0
事
實
：な
か

>
 
せ：：
ば
、現

#
.
.の
入
：ロ
に
對
す
る
增
加
ば
極
み 

な
く
，凡：

_

る
都
市
；及
び
國
寒
：は

«
 ̂

: 若
：：

し
：這

'..
般
：の
：僧
大

#

し
て
持
：續 

せ
：ず
く
：せ

‘ば
、幵
：は

一榮
*

物
友
び
：生
：活
支
持

.0

資
.料
の
：缺
乏

R

甚
く
も
：の

'た
ら

.ざ

.る
可
ら
ず
。

而
；し

' 

$
滎
養
物

.：

は
.田

：舍

者

し
.く
は
外
：國
の
何
れ
，か

.ょ
：々
招
：來

せ

ら

る

、
所

^
し
て
、其
の
都
市

： 

R
し
て
筱
達

?:
持

‘
續

す

：
る

V 

せ
；ば
、食

物

.は

遠

隔'の

地
i 

>
之

れ

：：̂
章

_

れ

ざ

る

を
#
.ず
。

「

羅 

馬

.の
ぐ
極©
::時
^
於

^
セ
も
，人
間

0
:生
_
:カ
，
は

泛
^

^

常
時

：
^
於
い
士
存
し
た
る 

所
：：

耳

'毫

务

異

衣

る

之

；ど'な

き
'も
：、
而

も

共
^
人
_
 

乙
：
ど
.な

..か
A
さ

。

此

の

笫
笤
十
.五
'卷
.

(
i
:

五
.
2

D

'ぃマ

|

ヵンチリズム：咔代
の
人

|=
1

嶙
說
''
'

'

敗
十
|

魏
"''
::

.

1

七
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第
二
十
s

 

(
r

五：七！：)

マー力

ゾ

チ

リ

ズ

ん

時

代

ゆ

人

ロ

鹖

說

,’
嵌
卜「

練 

一

」

都
市
の
榮
養
カ
は
页
ら
に
其
れ
以
上

^
進
步
ず
る
ミ
ど
：能ず
。
斯
く
て
時
：の
經
過
す
る
間
こ

-
 

其
め
住

.民
は
觅

.ら

^
 ̂
 ̂
s 

0 

 ̂

 ̂

^
ざ
る 

か
、：若
し
く
は

.、彼
れ
：等が
結
婚
す

.る
ミ
；す
る

.冬
其

^
子
女
は
、彼
れ
等
が
快

-樂
を
享
く
る
こ
ど
少 

な
さ
か
、又
は

.50
實」

の
窮
乏
裡

R
在

.る

.
/

a
v
j

?:
見
、而
し
て
吏
ら
ド
大
な
る
幸
運
を
求
め
て

ri
l
外 

R

^t
け

A

y
羅
海
人
は
欺
く
の

.如
き
事
態

^
備
ぶ
る
が
爲
め

k
、最
貧

.困
な
る
市
民
を
選
ん

< 

:移

植

せ

ら

れ

た

：る

樹

木

め

如

く

、
彼

れ

等

：が

其

^̂
^

し
、斯
く
て
又
繁

«
す
る
を

. #
可
さ
植
民
地
に
彼
れ

#

2:」

送
れ

6」

。
同
一
の
理
由
に
_
&
、人
眉 

は
旣
に

1

定
多
數

k
膨
腺
し
て
、之
れ

$:
超
え
て
增
加
す
る

z v
j

な
か

P
き
。
而
し
て
大
地
の 

果
實

ノ
レ
食
物
の
供
給
ど
は
人
民
の

5 1

らー

K

大
な
る

»

を

.許
す

Z
ビ

な
き
が
故

R
、三
千
.年
若
し 

<

は
其
の
以
上
の

.間
、此
か
世
界
は
恰
も
現
在
^
於
け
る
ど
等
し
く
入
間
を
以
つ
て
充
滿
し
つ

、
あ
 

3

 

し
な
 

6

J

O

(

i
cr
.
i
d こ p

.

 

3

5

9

~

3

^

0

0
 

.

■'

凡
そ

.此
の
世
界

^
於
い
て
、生
活
資
料

^

»
す
る
大
闘
爭
の
如
く
競

#

ど
戰

#
 

5流
血
‘ど
を 

來
さ
し
む

-る
も

.の
な
し
。
新
大
陸
土
民
の

*

入
、ギ

.一一ィの奴

_

寶

.買
、亜

.刺
此
盥
人
及
び
'韃
齟 

人
の
强

5

丨
ル
、チ
ュ
ー
ト
シ
、其
の

'他
諸
民
族
の
大

_

住
、長
勘

R
瓦
れ
る
戰

«
す
可
き

1
,银
、

_
 
く
の

.期
な
き
訴
訟
沙
汰

I

是
れ
等

.の
も
の
は
，總
べ
て
皆

.結
；局

^
於

v>
て
生
活
資
料
の
制 

限

^
甚
く
も
'の

な

气

0
れ

.ば

.生
活
資
料
の
制
限
は
人
口

R
對
す

.る
第

」

次
的
：の
，抑
制

k
し 

て

±
壤
の
磽
确
，氣
候
の
不
良
、疾
病
：及
み

.惡
：疫
は
第
ニ

'次
的
，も
の
な
う
。

植
民

.地
は
母
國
の

-A 

ロ
を

減

少

せ
し
む
る
も
の

^
非
ず
。

，1

し

移
住
民

k

よ
>

9

て

生
じ

た

る

空

所
は
、
直

ち

^
生

_
 

力
の

‘作
用

^

ょ
り

.て

.滿
た

^
る
、

•%
故
な
う
。

.然
も

.

ボ
テ

ロ
は

時
代
の
思
潮

V
J

一
 

致
し
て
、出
 

來
得
る
限
う

人

民
を
夥
多
：な
ら
し
む
る
を
以
つ

.
て
其
の
國
家
の

_利
益
ど
觀

.る
。

.

彼
れ
は
結
婚 

を
獎
勵
す

る
の

法
律
を
制
定
せ

ん
乙

<
?:
欲
す
る
も
、多
產

k
.對
し
て
賞
金
を
提
供
す
る

.乙

しヾ
 

を
欲
せ
ず
。
政
府

は

著
し

く

.年
齡
の
相
違
せ
る

結
.婚

.を

許

.す
可

さ
も
の

k
非
' ず
。
蓋
し
斯

く 

の
如
さ
は

出
：產
を
大
な
ら
し
む

る

fc
資
す
る
も
の

R-
非
ざ
る
が
故
な

i

人
，
口
は

出
產
數
の 

增
加

*

兒

の
保

«

及
び

生
命
の
延
長

R 
.ょ

力

て
其
の
：可
能
な
る
限
り
增
加
す
。
最
後
に
彼

れ 

は
貧

民

^
對
す
る

有

效
'

な

，
る
公
援
，助
の
制
度
を
提
唱
せ
み
。

(

Js*
.i"libro 

iiio 。
：

'」

英
國

R
於

s

て
は
第
十
六
：世
紀
末
ょ

'
:具
十

七

世

紀

初

を

瓦

办

、

I
.

方

k

於

r
て
は
宗
敎
階 

級
の
妻
帶
、國
家

0
安
定
が
入
ロ
増
加
を
招
徠
す
る
ど
共

^
、他
方

^
,は
收
場
の
增
加
、僧
院
的
生 

產
組

.織

0
.崩

«
^
.甚
く
勞

.卿
は

‘對
す
：る
需
要
減
少
に
ょ
う
て
、識
者
の
：間
に
は
却
つ
て
入
ロ
過

ソ.圭
十
五

'卷

.

2
五七五

>
.
:マ
‘

ン
チ
リ
ズ
ム
時
代
の

< 

ン
第十

：！

號 

'
.
一
九



S
I.十 

S
一： 

a

w突

-
'
7
 

笫十 

s

. 

ニ〇

.

「

^
.
. 

f
t
,
- 

 ̂

A 

^

^

 

^
 

- 

0 

- 

0 

資

源

：%
、.猶

，«
す

る

乙.
.？

な

.
し
 J

ど

。

：
而

し

て
 

當

時
/の
_

者

，
は

：
主

：
迄

心

；

K

人
b
'
;
:

過
；：

多

の
'危

、
險
^
除

；
争

-^
^

5:
論
：據
ヒ
し
；て
其
；の
植

®
地

の

nf 

書

.?
:
提
唱
ぃ
せ
 

S 

'
な
 ̂

W
alter 

Ralejgh
)

は
ボ 

I

y
ン(Jean 

B
l
i
r
o

 

- 

#
.
. 

,
0 

.

.

. ̂

 ̂

s 

 ̂

. 

€ 

L 
て
、結

：：

婿
の
獎
勵
：
R

ょ
'り
て

A

ロ
の
-增
加
を 

企
圖

.す

.

.る
：.：の
，策
を

'幸

_
 

1千
七

¥

〇
ニ

‘年
彼
れ
の
曾
：孫

(ph. 

R
a
-

 

l
e
i
g
s
-k
i
.り
て 

V 出
版
せ
一
ら
れ
た
る

 Three Bisbourses. 

I. 

O
f

 a 

w
a
r

 with 

Spain. 

II 

O
f

 the 

cause 

of 

w
a
r
.
I
J
r
o
f
e
c
c
I
e
s
i
a
s
t
r
c
a
l
p
o
w
e
r
.
^
R
^
s

て、「

威
る
國
が
其
の
上

^
生
活
す
る
庶
民
^
ょ
つ
て 

覆

.‘は
れ
た
る
時

'は
、其

.の
國
を
：し
そ
自
ら
負
擔
，を

.免
れ
、而
し
，て
正
當
若
し
く
は
不

1E
當

K
其
の 

重
：荷

.5
:
他

^
課
す
る
の

'已
む
な

s

it
,

'-
&

し
む
る

.自
，.然
的
：必
要
存

.す
る
な
办
、蓋
し
屢
々
、狹さ 

揚
：所

^
密
集
し
て

‘生
活
す
る
者
を
瘦
ひ

' つ

：
；
、

あ

：
る

.疫
瘸
の
，

.危
險
は
姑
く
之
れ
を
措
く
も
、如

 ̂

な
る
：災
禍

.年

雖

も

、飢

饿

；の.'苟
責

'ど
脅
威
の

'，鄭

く
.烈
し
く
人
：々

を
驅
：つ
：て
懸
命
の
行
動

^
出

で

、 

し
め
死
を
輕
ん

.ず
る

^
至
：
ら

し

む

：
る'
.も
の

：
存

，せ
：
ざ

る

が

故̂
ぅ」

ど

主

張

し

つ
、
あ

る
?:
見

る 

H

 
之

•■
s
i
r
 

W
a
l
t
e
r

 Raleigh-S 

Miscellaneous 

.
W
9
rks, 

t.owhich is prefixed 

a 

n
e
w

 

account 

of his 

life

b
y

 

Tho. 

Birch, 

I
7
5
r
v
〇
l,IIV 

p. 

2
5
; 

cfi 

Bacon, 

s
e
r
m
o
n
e
s

n>d., 

1
5
'
3
3

 ; 

D
e

 

coloniiis 
in 

H
i
b
e
r
n
i
s

 

d
educendiso

。

而
し
て
グ
ァ
デ
ニ
ア
の
植
民
地

^
於
い
て

si
ら
.

多̂
く
の
勞
作
者
を
.必要
ビ
せ 

る
グ
ァ
デ
ラ
ア
會
社
は
ニ
千
六
耳
十
六
年
、當

0
.
の
大
臣

k
上
書
し
て
、グァデン二

 

ア「
は
充

ff
i

せ 

る
英
國
の
民
衆
を
放
出
す
可

S
絕
好
の

.國，土
な
ぅ

^
'說
け
会
。

(p. 

A
v 

Bruce; 

E
c
o
n
o
r
n

o*History 
ofVirginia, 

v
o
L
I
,

 

IGO
9
ON
, p. 

6
p

)

o

而
し
て
ト
ー
マ
ス

•
ホ
ッ
ブ
ズ

Q

tr
i

a

s
 Ho

b
b
e
s
〕

は
、人
ロ
增
加
し
て
土
地
の
狹
小
を
感
ず
る 

{C
非

ざ

れ
ば
、戰

#

の
要
な
さ
も
の
ど
思
惟
せ

 >
c
v
o
(
u
t

 

n
o
n

 

v
i
d
e
a
t
u
r
'

 

n
is
i 

d
e

 

l
o
c
o
,

 

c
r
e
s
c
e
n
t
e

 

s
cH-
i
c
e
t 

h

o-m
l
n
u
m

 

m
l
l
l
t
l
t
u
a
m
e
,

 

u
n
q
u
a
m

 

p
u

aqn
a
n
d
u
m
,

n>
s
sn>
I

w
r^
m
e
n
t
a

 

.
P
M
o
s
o
p
h
i
c
a

 

d
e

 

c
£<;
e
' 16

4
7
,
:

 

E
p
i
s
t
o
l
a

 

D
e
d
i
c
a
t
o
r
i
a
o
。

而
.
し
て
彼
ぃ
れ
は
、若

し

»1
內

^

於
け
る
人
ロ
數

.過

.多
な
：る

^

至
ら
ば
、之
れ

k

比 

し
て
人
ロ

'稀
：雜
な

.る

'地

^

;
之
れ

:

を
移
：植
せ

'し

む

可

く

、そ
は
：先
住

'民

0

減

絕

を

：來

t 

Z

す
な
く 

し
て
却
つ

'
て
一
其
の
土
地
：の

.更

ら

K
 

^
 

^
 

u 

^
 

の

せ

風

«

.
せ
々
。

而 

も

被

れ

は

、結
局
ー
此
：の
'世

界

が

其

の

住

民

を

給

養

す

る

が

：爲

め

ば

：

狹

隘

k

過
：ぐ

る

k
"
至

ら

S
、

戰 

^-
V
J措

さ

て

:>
他

^

手
段
な
さ
も

0

ビ
歡
た
ぅ

。

'

t

d

e

Q
く e

,

r
'§

§.
1
2
,
 

1
5
,

 

e
t

 

p
a
s
s
i
m
;

 

.
L
e
v
i
a
t
h
a
n
,

 

1
6
5
1
1
,

 

p. 

JSI
O
。
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l
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七
い
マ
丨
カ
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チ

_
_リズム時代：の

.入
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:

_

_
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十
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笫ゴ十
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,
:卷
' 

C
l

五
'七八：
^

マ
ー
カ
ソ
チ5
ズ
ム
時
代
の
人
口
學
，說
：

.

 

第
十I

號
：

ニ
ニ

.

.

五
.
：

.

.

.

.

.

.

.

.

然
る

^
歐
洲
，孙

.强

0'
問

^
於
け
る

#
爾
戰
次
第

^
激

*

V

爲

5

^
及
ん
で
‘人
ロ
増
加
を
欲 

す
る
の

.念

TO
S
熾

烈

s

a
る
ミ
共

.̂
、國
：富
の
：父

.ー
に
し
卞
發
：動

.的
原
.質

細
な
る
統
計
的
研
究
を

」

行
は
ん
ど
す

.

.る「

政
治
算

'術
家

」

を
出
す

^
.至
れ

$
。
而
し
て
人
ロ
統
計

' 

の
研
究

R
於
い
て
先
驅
者
た
り
し
も
の
は

.

®

ジ̂
ヨ

.
ン
•グ
ラ
ン
ト

(

0
長
は

5-J
。

ブロ

Q
、a
§
t)

S

■气

(

昭
和
四
年
版
拙

_

經
濟
學
前
史

」

六
九

.一
丨
六

'九
六

.頁
參
戚

)

。
"

.

.
 

' 

•.
 

.

グ
ラ

ン
ト

の Natural 

a
n
d

 

political 
observations mentioned 

i
p 

a 

following I
n
d
e
x

 a
n
d

 m
a
d
e

 

uf
>
0
3

 

... 

.... 

: 
t
h
e

S
H
S of Mortality

‘
 with 

reference 

to 
the 

G
o
v
ernment, 

Religion, 

Tirade, 

G
rowth, 

‘
 Air, 

Diseases
.
.

a
n
d

 

the 

several 

C
h
a
n
g
e
s

 

of the 

said 

city .
は
初
め
一
千
六
瓦
六
十

 

ニ 

年

：John 

Graunt, 

Citken 

of. L
o
n
d
o
n
.

 

0
選
名
を

.以
つ
て

..出
版
せ
ら
れ
た
る
も
の
な

'.る
が
、ジ

3

ゾンイ

•ウ
ェ
リ
ン

(
John 

E
v

丨
 

elyn)

ジヨン

•オ
I
.
ブ
リ
イ

(Job a

 A
u
b
r
e
y
)

ェドマンド，

，ノ
リ
イ

(
E
d
m
u
n
d

 

Hailey
}

及
び
バ
ァ
ネ
ッ
ト 

僧
正

(Bishop 

Burnet
〕

等
が
一
代
の
大
經

.魔
論
者
に
し
て

.
ダ
ラ
.ント
の
親
友
た
る
サ
ー

•ウ
イ

y 

ア
ム

•ベ
チ
イ

(

3
7
ミ
,

B petty 〕

を
以
つ
て
其
の
眞
著
者
，

W
看
做

.し
た
る

.が
爲
め
に
、後の
諸
家 

の
間

^
此
の
書
の
眞
著
者
が
グ
’ラ
ゾ
ト
な
う
や
ベ
チ
イ
な

b
や
の
間
題
を
惹
起

.す
る

^
至
ぅ

た
る
も
、恐
ら
く
本
書
は
グ
ラ

ゾ

ト
の
手

^

成
り
し
も

.

の
な
る
可
し
。
然
も
兩
着
の
交
情
密
な 

ぅ
し
ょ
り
案
ず
る

R

:

へ
チ
ィ
が
本
番
の
著
者
^
對
し
て
些
少
な
ら
ざ
る
影
響
を
及
ぼ
し
れ
る 

事
は
疑
ひ
な
さ
•所
な
る
可
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